
 〈 セミナーのご案内 〉 
 ● 今回配布先を限定しておりますので、関係各位へのご回覧につき、ご高配をお願いいたします。   
大学評価・情報シリーズ 13（通算 383 回）                                2008 年 3 月 22 日（土） 
  キャンパスを“歩いて、見て、聴いて” ― 

 大学改革の“最前線”と“社会評価” 
～ ライター・ジャーナリスト・編集者の取材メモから ～   

     ※ 社会が期待する大学／無視する大学～学生確保・学習支援をめぐって 
     ※ キャンパスの“生態”と学生の“本音と活力”～国内外 700大学 920キャンパスから 
     ※ 学長・学部長たちの“教学計画経営”への挑戦～リーダーが変わると大学は変わる･･･か？ 
 
 
       石渡 嶺司 氏 ／ ライター・大学ジャーナリスト 
       山内 太地 氏 ／ 日経 BP企画 大学出版グループ、編集者・ライター・大学研究家 
       小林 哲夫 氏 ／ 教育ジャーナリスト、朝日新聞社『大学ランキング』編集統括 
  
  2008 年 3 月 22 日（土） 中央大学駿河台記念館 会議室 （東京・お茶の水） 
 
日  時：2008年 3月 22日（土） 13：00～17：00 
会  場：中央大学駿河台記念館 会議室 （東京・お茶の水）  
        千代田区神田駿河台 3-11-5 
        電話 03-3292-3111 
アクセス：JR中央・総武線「御茶ノ水駅」から徒歩 3分 
        東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」（B1 
        出口）から徒歩 3分 
        http://www.chuo-u.ac.jp/chuo-u/access/ 
                           access_surugadai_j.html  
        ※会場の地図及び受講証を送付しますので 
          必ずご確認ください。 
参加費：A．ご一名（資料代込） 
                        35,000円（消費税込） 

B．メディア参加（資料・カセットテープ送付） 
                        36,000円（送料、消費税込） 

申込方法：参加申込書に所要事項を記入のうえ 
FAXまたは E-mailにてご送付ください。 

支払方法：銀行振込・郵便振替・当日払いがあります。 
          みずほ銀行麹町支店        普通 1159880 
          三菱東京 UFJ銀行神田支店  普通 5829767 
          三井住友銀行麹町支店      普通 7411658 
          郵便振替                 00110-8-81660 
           全ての口座名＜（株）地域科学研究会＞ 
         ※ ご請求なき場合は振込受領書を領収書に 
            代えさせていただきます。 
申 込 先：地域科学研究会・高等教育情報センター 
         東京都千代田区一番町 6-4 ライオンズ第 2-106 
              Tel：03（3234）1231／Fax：03（3234）4993 
                    E-mail：kkj @ chiikikagaku-k.co.jp 
                URL：http://www.chiikikagaku-k.co.jp/ 

※ 参加費の払い戻しはしませんので、申し込まれた方の都合が悪いときには代理の方がご出席ください。 
☆ FD・SD及び BD研修の本格化に伴い、2007年から受講・修了証明書を発行しております。 

  
 
 
      大学評価・情報シリーズ 13                                             2008年    月     日 
      大学改革の“最前線”と“社会評価”                     □ 当日参加    □ メディア参加 
 

勤務先          

所在地 〒                

TEL            FAX            連絡部課・担当者           
 
参加者氏名 所属部課役職名 メールアドレス 

 

 

〈通信欄〉支払方法（郵便振替･当日払い･銀行振込）  必要書類〔□ 請求書  □ 見積書〕 
 

※この個人情報は、本セミナーの一連の業務及び今後のご案内に使用させていただきます。 

回 

覧 

キリトリ線(※参加申込みの折は必ずお送りください)
研修会参加申込書 

● 講 師 陣 ●

地域科学研究会 

高等教育情報センター 



  大学改革の“最前線”と“社会評価”                                2008年 3月 22日（土） 
時 間 講 義 項 目 

13：00 

～

14：00 

□ 社会が期待する大学、無視する大学 
       ～学生確保策、学習支援策を中心に～ 

大学ジャーナリスト   石渡 嶺司 
1．学生確保は実は楽？ 
   （1）受験生の増える大学、増えない大学はここが違う 
   （2）社会は大学のことを知らない      （3）社会から見てここが違う！ 
2．補修教育イコールバカ大学か 
   （1）学外熱望、学内無視の不思議      （2）補修教育を巡る各大学の取り組み 
   （3）補修教育を導入しても失敗する大学は？ 
3．ライティングセンターが起爆剤？ 
   （1）ライティングセンターは欧米では当たり前 
   （2）早稲田・龍谷、導入大学の今後 
   （3）「ライティングセンター＝幼稚園論」に反論するには 

14：00 

～  
14：40 

□ キャンパスの“生態”と学生の“本音と活力” 
       ～国内外 700大学 920キャンパスの経験を踏まえて～ 

大学研究家   山内 太地 
1．設備が魅力的な大学 
   （1）図書館、学食、学生寮、サークル棟、研究室、実験室はこの大学がスゴイ！ 
   （2）やる気のある学生を伸ばす設備（英語、資格試験、自習、学生研究室など） 
   （3）教職員の学生サービスが徹底している大学はどこか 
2．学生が魅力的な大学 
   （1）学園祭の水準は偏差値に比例しない 
   （2）サークル活動や、学生の自主活動が盛り上がっている大学はここだ！ 
   （3）学生が一生懸命勉強している大学はここだ！ 
3．環境が魅力的な大学 
   （1）本物の学生街は関西にあり 
   （2）自然環境に恵まれた大学、都市環境に恵まれた大学 
   （3）地域と大学の理想的な関係とは 

〈参考〉見学校一覧 → http://www.geocities.jp/dennou3jp/kengaku.htm 

14：50 

～  
15：50 

□ 学長・学部長たちの“教学計画経営”への挑戦 
       ～リーダーが変わると大学は変わる・・・か？～ 

教育ジャーナリスト   小林 哲夫 
1．学部・学科新設におけるチャレンジ精神、既存学部から撤退する勇気 
   （1）飽和状態の資格系、スポーツ系学部 
   （2）女子学生に訴求力がなくなった文学部 
   （3）受験生、企業に理解されない学部、学科名称 
2．学長権限の活用次第でいきいきする大学、停滞する大学 
   （1）教員人事権、予算権すべて掌握する独裁型 
   （2）教授会決議尊重の調和型、人心掌握に成功、失敗 
   （3）学長自身が広告塔を果たすことによる効果と限界 
3．国立大学法人学長の挑戦、私立大学学長の危機感 
   （1）運営交付金 1％削減への対応策 
   （2）他大学との連携。合併は学長次第 
   （3）国立大学の動向を注視する私立大学学長 
4．問われるリーダーのリスクマネジメントとマーケティング 
   （1）不祥事における謝罪の論理。説明責任の取り方 
   （2）メディア活用でうまい大学、ヘタな大学 
   （3）受験生の志向を読み取れる大学、理解できない大学 

16：00 

～  
17：00 

□ 全体質疑とディスカッション 
       ～大学改革の“最前線”と“社会評価”～ 
   パネラー □ 石渡嶺司氏／山内太地氏／小林哲夫氏 
   司    会 □ 青野友太郎（地域科学研究会 高等教育情報センター） 

 


